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長野市障害福祉課担当者  前島 佑季子  

 

１ 年間テーマ 

テーマ「地域課題を知ろう」 

サービス毎の連絡会を通じて、地域の課題を知り、部会員が取り組みたいことを企画していく。 

２ 部会等の開催状況 

日時 会場 人数 

（人） 

部会のテーマ       主な内容 

月 日 

５ 2０ 吉田公民館 

(ノルテながの) 

 

４3人 支援者の顔を知ろう！ 

 

・名刺交換会 

・事業所連絡会（A・B・移行・その他） 

 悩み・課題等の意見交換 

今年度取り組みたいことの検討 

7 19 吉田公民館 

(ノルテながの) 

 

25人 事業所連絡会 

課題の検討 

・B型の在り方 

・広報活動について 

・就労選択支援について 

９ 19 長野市 

芸術館リサイ 

タルホール 

100名 障がい者雇用フォーラム ・障がい者雇用優良事業所等表彰 

・講演「発達障害のﾐｶﾀ･ｲｶｼｶﾀ！」 

・福祉事業所による販売 

10 7 長野市役所  

 

55名 学習会 

「就労選択支援について」 

講師：一般社団法人しょう  

事業部長 上野隆一様 

・報酬改定について 

・就労選択支援について 

・長野県の動向 

 

 

11 6 長野市役所 

 

（出店） 

13事業所 

 

ふくしネットフェスタにて 

販売 

・福祉事業所による販売 
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１１ 20 吉田公民館 

（ノルテながの） 

27人 就労系事業所説明会の開催

に向けて 

～地域で求められているこ

とを考えてみませんか～ 

 

・地域に求められていることや

事業所の在り方について 

 

2 17 長野市役所 31事業所 事業所説明会 ・特別支援学校、一般校、ｻﾎﾟｰﾄ校の 

生徒・保護者・学校職員向けて 

事業所説明会を実施 

 

３ 機関紙、冊子、アンケート調査・行事など報告書 

・障害者雇用フォーラムにて、障がい者雇用優良事業所等表彰、講演「発達障害の 

ミカタ・イカシカタ！」福祉事業所による販売を行う。 

 

４ 課題について 

（１）主な検討課題 

・しごと部会の活性化（事業所参加を促進し、長野市全体で就労を盛り上げていくこと） 

・就労系福祉サービスの在り方 

・就労選択支援についての学習 

・就労系福祉サービスについての情報発信 

 

（２）検討の目的と結果（現状） 

・各サービスの連絡会を通年行い、要望の多かったテーマで部会を開催することで、参加事業

所が増えつつある。 

・地域に求められていることや就労支援の現状についての意見交換を行い、様々なニーズが

あること（B 型からの就職～居場所としての利用）や各事業所の特色について意見交換がで

きた。 

・ハローワーク主催就職面接会にて、就労移行支援事業所の個別相談会を行う。 

・就労選択支援の学習会を行い、理解を深め、今後の課題についても考える機会となった。 

・学生向け事業所説明会を実施し、就労系福祉サービスについて知っていただく。 
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（３）引き続き検討が必要とされる課題 

・就労選択支援について 

・しごと部会の活性化 

・地域課題の抽出 

・障がい者雇用の促進 

 

（４）部会の運営体制について  

・昨年まで長く執行部を担うことが慣例となっていたため、今年度は新たに事業所を勧誘し、

新体制でスタートしている。２年任期とし、A型・B型・移行のすべてのサービス事業所が執行

部となるよう、毎年入れ替えを行っていく予定。 

・B 型事業所の販売の依頼が複数あり、しごと部会で対応していたが、セルプセンターにつな

ぐなど、地域資源を活用していきたい。 

・A型事業所の参加が少ないため、積極的な参加を呼び掛けていく。 

・相談支援機関や他サービス、垣根を越えて様々な事業所や関係機関、企業の参加ができる

よう働きかけていきたい。 

 

５ 総括（1年間を振り返って） 

今年度は、昨年のアンケートで要望の多かった「就労選択支援についての学習会」「事業所

説明会」を行い、例年以上に多くの事業所が参加し、実りのある 1年となった。 

また、「事業所連絡会」を通して各サービスの悩みや課題の共有、地域に求められているこ

とを考える機会となり、活発な意見交換ができた。 

次年度は、この学びをさらに深められるよう就労選択支援のワーキンググループを作り、

実施に向けて検討することや引き続き事業所連絡会を通して地域課題の抽出に勤めていき

たい。 
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